
ドシロウトでも、ここまでできる！
～とある中小企業のEA21大奮闘記～

2015年10月16日(金)

来ハトメ工業株式会社

環境管理責任者 石原 隆雅
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１．来ハトメ工業㈱の基礎知識

①．会社概要、事業内容
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来ハトメ工業㈱は、埼玉県八潮市にて元
気に活動中の中小企業。
従業員数は38名。

あらゆる電気製品の基盤上で銀色に光
り、独特の存在感を示すアルミ電解コ
ンデンサ。
このアルミ電解コンデンサの骨格を成
すケースの製造こそ、当社の主要事業。

☟カーナビ 基板

その他にも、化粧品(香水)のキャッ
プ、ボタン部(写真左)、リベットの
フランジ部分(写真右、赤丸囲み部
分)の製造も行っている。

☝フランジ部分



１．来ハトメ工業㈱の基礎知識

②．環境目標
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制定以来、二度の改訂(項目の追加)を経て、現在の形に。

2012年3月より

生物多様性の保全と持続可能な利用
のための取組とボランティア活動を
通じた地域貢献の2項目を追加。

2014年3月より

5Sの徹底を追加。

今年度(2015年度)については、
見直しを行わず、昨年度以来の活
動の深化を図ることを目標として
いる。



２．環境活動レポートで見る当社環境活動のあゆみ

① 試行運用期間(2009年12/1～2010年2/8)～大失敗からのスタート～
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環境目標 実施責任者 活動内容

１ CO2排出量削減
製造部長

(1)製造技術の向上により、不良率を低減し、電力、重
油、潤滑油、炭化水素の使用量削減を目指す。

(2)不要な照明を消す。

管理部長 エアコン温度を適切に保つ。

２ 廃棄物削減
製造部長

製造技術向上により不良率を低減し、再利用廃棄物の
低減を目指す。

環境管理責任者 コピー用紙の裏紙使用を徹底する。

３ 総排水量の削減 技術主任 (1)節水コマを取り付ける((2)、(3)は略)

４ グリーン調達 環境管理責任者 再生紙、エコマーク付文具購入促進

当社にとって記念すべき第一作目となった環境活動レポート。
しかし、その中には、多くの問題点が…。

問題点その１．実施責任者は4人だけ？(環境活動計画)

「従業員40人の会社なのに、4人だけで活動するつもりなの？」
と、審査人様より指摘を受ける。

従来、経営者主体で全ての意思決定をし、その他の社員はただ決まったことに従うだけという
社内の伝統を環境活動においても踏襲しようとしたことが、この環境活動計画にはよく表れて
いると言える。
審査後、環境活動計画を1から見直し、項目を可能な限り細分化し、必ず1人に1個以上の役
割が当たる様に改めた(改めさせられた)。



２．環境活動レポートで見る当社環境活動のあゆみ

① 試行運用期間(2009年12/1～2010年2/8)～大失敗からのスタート～
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問題点その2．法規制についての認識、甘すぎやしませんか？(法規制遵守)

「会社の決まりが日本の決まり」と言わんばかりの風潮が社内にあり、本来、その上に
あるべき法規制の存在が、社内的に軽視され過ぎていたことが、その背景にあった。

１） 廃棄物処理法

(審査人様からの指摘)
油の付いたウエスを事業系一般廃棄物として捨てているが、それは正しい処分
の仕方なのか？
(当社の当時の見解)
処理業者が持って行ってくれるのだから、それでよい。
⇒全く調べず、疑問にすら思わず、処分していた。

２） 消防法

(審査人様からの指摘)
炭化水素(危険物に該当)を使用しているのに、なぜ危険物取扱者がいないのか？
(当社の当時の見解)
安全に配慮すれば、それでよいのでは。

「知らなかったでは、済まされないんです！！」というきつい一言を審査人様から頂き、
全社員で1から法規制を学習すべく、定期的に環境関連法規に関する教育を行うことに。

因みに、このレポートより環境コミュニケーション大賞(第14回)への挑戦を開始。
当然ながら、見事に落選!!発表後、受賞企業のレポートを拝見。そのあまりのレベルの高さに、
愕然とする。



２．環境活動レポートで見る当社環境活動のあゆみ

② 導入初年度(2010年3/1～2011年2/28)～ただ、がむしゃらに～

7

昨年度の玉砕をものともせず、懲りずに第15回環境コミュニケーション大賞に応募。
結果、奇跡の初受賞(奨励賞)を果たし、社内の環境活動熱がもり上がり始める。

１）初の本格的避難訓練を実施(緊急事態の想定)

審査時に「消火器の位置の確
認だけでは不十分！」という
指摘を頂いたことから、見よ
う見まねで、初実施。
この成果は、後の東日本大震
災時、見事に発揮されること
に…。

２）紙ごみの有価物化(廃棄物)

従来、事業系一般廃棄物とし
て処理していた紙ごみを分別
し、有価物化。
その結果、約2tの紙くずのリ
サイクルに成功！

３）社員のアイデアの具現化(各種ポスター)

各担当者が、削減を
呼びかけるポスター
を独自に作成し始め
る。

この年は、こんな年
初回審査でのきつい指摘を受け
てのスタートとなった当社の環
境活動。
当初は戸惑いながらも、各項目
の担当者に任命された社員達は、
手探りで、何とか結果を出そう
と、努力し始める。



２．環境活動レポートで見る当社環境活動のあゆみ

② 導入二年目(2011年3/1～2012年2/29)～節約マインド全開～
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2匹目のどじょうを狙うぞとばかりに、第16回環境コミュニケーション大賞に応募。
何と、大賞(環境大臣賞)を受賞!

１）工場内水銀灯をLEDに変更(電力)

東日本大震災後に強く叫ばれ出した、
電力使用量削減に対する取り組みの一
環として実施。
提案から施工、導入までを担当者主導
で行った最初の事例。

２）ウエスリユース(廃棄物)

従来、1回使い切りで処分していたウ
エスを、洗浄機で洗い、再使用。
この効果は大きく、昨年度比2ｔ強
(2,165㎏)の廃棄物排出量削減に貢献
した。

３）雨水を簡易手洗いに使用(水)

作業中の簡易手洗いに雨水が使用できな
いだろうかという、水使用量削減担当者
のアイデアにより、実施(但し、人によっ
ては抵抗がある者もいるようなので、使
用の強制はしていない)。

この年は、こんな年

従来の、役員の考えにただ従え
ばよいという当社の在り方に一
石を投じることとなった環境活
動。活動を通じ、徐々に自身の
意見が形になっていくことに、
自信とやりがいを見出す社員が
出始める。



２．環境活動レポートで見る当社環境活動のあゆみ

② 導入三年目(201２年3/1～201３年2/2８)～評価を自信に、しかし…～
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あの感動、再び!とばかりに、第17回環境コミュニケーション大賞に応募。
結果、見事落選!!「このままでは、終われない！」という強い思いを胸に、再起を誓うこととなる。

１）デマンドコントローラー設置(電力)

それまで、感覚に頼り、請求書を見て
初めて分かるという状態だったデマン
ドの見える化が実現。
ピーク電力を意識した節電に大きく貢
献。

２）窓用断熱フィルム施工(電力、灯油)

冷房(暖房)効率アップによる電力(灯
油)使用量削減を狙い、施工。
しかし、今のところ、十分な効果は
確認できず…。

３）森林認証品への切替(グリーン調達、生物多様性)

この年より始めた「生物多様性の保全と
持続可能な利用のための取組」の一環と
してスタート。
グリーン調達品としても、森林認証品を
新たに加えることに。

この年は、こんな年

前年度大賞という評価は社員一
人一人の自信につながり、提案
や啓発活動が自発的且つ活発に
行われるようになる。
審査人の助言により火が付いた
社員の資格取得熱は過熱を極め、
危険物乙種全類取得を達成した
強者も誕生！



２．環境活動レポートで見る当社環境活動のあゆみ

② 導入四年目(2013年3/1～2014年2/2８)～苦境打開のために～
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倒れても、再び立ち上がる精神で、第18回環境コミュニケーション大賞に応募。
結果、優良賞を受賞！倒れても、起き上がれる力があることを、証明できたか？

１）実車によるエコドライブ講習 (ガソリン)

実車を使ってエコドライブテクニック
を伝授したいというガソリン使用量削
減担当者の発案の下に、実施。
これが、まさか(?)の大好評!
2014年度には、第二弾も実施。

２）ストレッチフィルムの有価物化(廃棄物)

某社を工場見学した際に行われていた
ストレッチフィルムの有価物化を当社
でも行うことに。
その効果は絶大！約1tの事業系一般
廃棄物の削減に貢献。

３）視覚的「見える化」(水⇒全活動)

水担当者の発案により作られた「見える
化」ツール。
2014年度には、全活動で採用。

この年は、こんな年

顧客の海外シフトによる受注減
等、暗い話題が先行した1年。
暗いムードはグリーン購入をは
じめ、環境活動にも一部影を落
とし、今後の環境活動の在り方
を見直すきっかけとなった一年
だった。



２．環境活動レポートで見る当社環境活動のあゆみ

② 導入五年目(2014年3/1～2015年2/2８)～重油不使用を実現～
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もちろん、当作品も第1９回環境コミュニケーション大賞出品予定。
当社にとって、同賞は、言わば、「参加することに意義がある」イベント、なのです。

１）洗浄機更新(多くの項目に影響)

洗浄機の更新により、重油ボイ
ラーが不要に。
これが功を奏し、昨年度比約60t
の二酸化炭素排出量削減を実現。

２）全員参加の5S活動を開始

全社員(パート含む)を8グループに分け、実施。
写真は、月毎の各グループの活動成果報告のための掲示
板。

この年は、こんな年

停滞から上向き加減へ、少しだ
けシフトし出した1年。
当初、大きな抵抗を受けながら
のスタートとなった5Sも、わ
ずかの間にすっかり定着。社員
の全員参加型活動への順応性の
高さを再確認できた。



２．環境活動レポートで見る当社環境活動のあゆみ

② 導入六年目(2015年3/1～現在)～変化の流れは、絶対に止めない～
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今年も、レポートにまとめるのが楽しみ（？）な活動目白押しの当社。
今後も、「始めたモン勝ち、パクッたモン勝ち」の精神で、新たな施策にどんどん挑戦する。

１）是正処置常連の廃ウエス削減の取組が変わり始めた(廃ウエス、7月)

2012年度より取組を開始(産廃に処理方法を変更)
した廃ウエスは、活動の未熟さも手伝い、いつし
か是正処置の常連になり下がる始末。
「一緒にいろいろ考えながら、何とか納得のいく
状況に持っていこう」と担当者を励ましながら、
取組むこと3年、「ホワイトボードを買ってほし
い」と担当者が自ら要望。交換サイクルの目標、
処分方法、現在の状況の「見える化」をまとめた
右のようなボードを完成させた。
ボード設置の翌月は、見事、状況が改善し、この
効果の確かさを、結果でも証明して見せた。

２）社内の約200本の蛍光灯をLED化(電力、9月)

昨年度行った洗浄機更新で、重油とはお別れできたもの、新たな熱源として電力を使
用することとなったため、電力使用量削減が新たな課題に。
その打開策として白羽の矢が立ったのが、社内にある約200本の蛍光灯のLED化。
先日施工されたばかりで、十分なデータがないため、ここでは効果をお伝えすること
ができないため、来年度レポートにて詳細をお伝えしたい。



３．ここまでできた！しかし、課題もいっぱい!!

① 環境活動レポートあれこれ
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2010年10月、とあるセミナー(後述)に参加し、環境コミュニケーション大賞の存在を
知った当社。それ以降「5年で大賞」という大それたスローガンを掲げ、挑戦を開始した。
結果は先述の通り、2012年の奨励賞に始まり、2013年(環境大臣賞)、2015年(優良
賞)と幸運にも、3度の受賞を手にすることができた。
今回は、そんな当社の環境活動レポート作成の舞台裏を、紹介したい。

１）いかにして、一人ひとりを目立たせるか(会社概要、従業員紹介)

当社の環境活動レポートの永遠の課題？となり
そうな部分である。
当社がレポートの主要読者として想定している
のは、顧客と社員の家族。こうした方々に対し、
一人ひとりの作業中の姿をご覧いただくことは
大変意味のあることと考え、2012年版より、
従業員一人一人の仕事中の姿を写した写真を、
社員紹介として掲載している(右は当社レポー
ト2015年版より)。
これにより、対外的には当社社員を知って頂く
ためのツールとなり、社内的には家族とのコ
ミュニケーションツールの一つとして活用でき
るものとなり得るのではないかと思っている。



３．ここまでできた！しかし、課題もいっぱい!!
① 環境活動レポートあれこれ
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２）できるだけ、丁寧に (法規制)

活動開始当初、非常に強く御指
導頂いたこともあり、レポート
の中でも、特に丁寧に書くこと
を心がけている。

３）活動中の生き生きとした姿を伝えたいから

2013年版 2015年版

活動中に社員達が見せる生き
生きした姿や緊張感に満ちた
表情。
これらの一部を切り取り、環
境活動の臨場感を伝えられれ
ばという思いから、写真を多
用することにしている。

2012年版
LED点灯実験

2015年版
消火訓練の様子



３．ここまでできた！しかし、課題もいっぱい!!

② 環境教育(環境教育の可能性は、無限大)
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環境教育。その言葉尻だけを捉えて取り組もうとすると、どうしても、専門的な人
材の育成が先、となってしまいがち。
当社では、環境教育を「専門性よりもむしろ事前学習と度胸試しの場」としてとら
え、できるだけ多くの社員に講師役を担当してもらうことに心がけている。

１）資料作成 (事前学習)

啓発教育担当者が、自分で発表するための資料を事前に作成する。
各担当項目の専門的な学習をしてもらうことと、資料作成能力を養うのが、大
きな狙い(資料は、右からエコドライブ、eco検定講座、電力)。



３．ここまでできた！しかし、課題もいっぱい!!

② 環境教育(環境教育の可能性は、無限大)
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２）発表(社員への環境教育)

啓発教育担当者が、事前に作成した資料を基に、社員向けの教育を行う。
教育は、週1回(月曜日)開催の定例会議(QC会議)内で行われる。
当然、社員へ対する環境教育を行うことが主目的ではあるが、発表者のプレゼン能力
を向上させるという狙いも、その中には込められている。

３）それでも、きちんと結果は得られる！

「専門家でもない人間が講師なんて
…」と言われるかもしれない。しかし、
最初はそうでも、役割を与えられれば、
専門家にだって、なれてしまうもの！
当社では、それを、彼らが証明して見
せた。

４）さらに…

こうした当社の環境教育に関する取組が評価され、
「第一回環境人づくり企業大賞」(環境省主催)にお
いて、栄えある大賞を受賞(2015年8月)。



３．ここまでできた！しかし、課題もいっぱい!!

③ その他(少しだけ、有名になれたかも…)
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社員一人ひとりのひたむきな取り組みが評価され、色々なメディアに取り上げて頂く機会
も得ることができた。

『平成25年版 環境白書』

『日経エコロジー 2014年11月号』

テレビ埼玉
『埼玉ビジネスウォッチ 2015年7月18日放送』

『自治体向けエコアクション21のすすめ』
(環境省パンフレット)



３．ここまでできた！しかし、課題もいっぱい!!

④ しかし、恥ずかしながら(失敗の数々)
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当社の環境活動、もちろん、いつも順風満帆というわけではない。
今回は、恥を忍んで、環境活動の中で味わってきた失敗の数々を披露したい。

■ 施策立案をお願いしてみると…(2010年)

■ 法規制、なかなか定着せず(2011年)

■ 漏水事故！しかも、2年連続(2011年、2012年)

■ 森林認証品になぜこだわるの？ (2013年)

■ レポート作成が終わらない!! (2014年)

■ 誤解が招いた浄化槽法定検査(11条検査)未受検 (2014年)

■ 全員参加型5Sに女性パート大反発 (2014年)



４．おわりに、そして、心からのお礼
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EA21認証取得以来、当社は順調に環境活動を発展させ

それだけでなく、多くの環境関連の賞の受賞に与ることもできました。

当社環境活動の礎、実は、これこそ「EA21全国交流研修大会」なのです。

2010年10月に群馬県で開催された「第5回 EA21全国交流研修大会 in 群馬」。

私は、これが、全国の審査人様が一堂に会する場であるとはつゆ知らず

案内状に軽い気持ちで参加の旨記入し、返信。意気揚々と参加してしまったのです。

会場で、とんでもない場違い感にさいなまれながらも必死につづった

17ページに及ぶメモ、そして、「環境活動レポート大賞を目指している」という

事業者様の事例発表。それらが、当社環境活動の、言わば「道しるべ」となったのです。

恩返し…。私がここに立ち、当社6年間の環境活動のありのままを話すこと

それがあの時の自分と同じような、誰かのためになれば……。

そういう思いと、当社を成功(?)に導いて下さった「EA21全国交流研修大会」への

感謝の気持ちを込めて、本日ここに立たせて頂いた次第でございます。

本日は御清聴、誠にありがとうございました。


